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「一歩ずつ前へ」 
                                                   校長 小畠 康志 

 
登校坂に落ちていた栗も姿を消し、坂を上る生徒に白い吐く息がみられるようになるとともに、学校

周辺の木々も日一日とその濃さや色合いを変化させ、秋の深まりを感じるようになってきました。地域・

保護者の皆様には、日ごろから本校の教育活動に対しまして、ご理解とご協力をいただき深く感謝申し

上げます。気温の不安定な時期です。どうぞご自愛いただけますようお願い申し上げます。 

さて、１０月初旬に第２体育館（市民体育館）の解体工事が完了し、 

中庭の風景が変わりました。体育の授業や部活動の思い出が残る場 

所が無くなったことに寂しさを感じています。そして、校舎の内外や厨 

房、校門や花壇の復旧工事が始まっています。今後、第１体育館の床 

の修復も行われます。工事中は、授業や行事に支障が出ないよう配慮 

していただいておりますが、時々大きな音が出ることもあります。私たち 

は、作業の音が復旧に向かう「前向きな音」と捉えるとともに、作業を 

していただいている業者の皆様に感謝し、ともに復旧にむけて前進して 

いければと思っています。工事に係る安全について、業者の方にも安 

全に配慮をしていただいていますが、生徒一人ひとりが自らの安全行 

動を意識していってほしいと指導しています。 

本校の校舎は、昭和４５年（１９７０年）４月に完成しました。今年で５５年目となり、昭和、平成、令和

と３つの時代に渡って引き継がれてきた歴史と伝統のある校舎です。この学び舎で、多くの卒業生が過

ごし、歴史と伝統を築いてきました。その道のりは平たんなものではなく、時代に応じた努力と研鑽が現

在につながっており、一歩一歩の積み上げがあったからこそ、緑丘中学校の生徒としての誇りを持つこ

とができていると感じています。 

生徒は、朝登校し、授業を受け、放課後部活動や生徒会活動を行ったり行事の準備をしたりと、５５

年前と変わらない一日を過ごしています。仲良く遊んだり協力して目標を達成したり、時には喧嘩をし

て嫌な思いをすることもあります。この何気ない毎日の積み重ねが、生徒の成長につながっています。こ

れからの時代に求められている力は多岐にわたり、予測不能な社会の変化に対応する力であると言わ

れています。 

しかし、他者と協働し、最適解を求めていく仕事や社会活動はこれまでと本質的に変わっていないの

ではないでしょうか。今後学校で求められるのは、一つ一つの教科を単独の学びとして捉えるのではな

く、意図的に、生きる力につながる学びとして、結び付けていく必要があると考えています。今年度は、総

合的な学習の時間「SuZuSoZo」や体育祭、文化祭などの行事で、地域の方たちとつながる取組を進

めています。これまで緑丘中学校として積み上げてきた学びの中に、少しずつ時代に応じた取組を取り

入れています。大きく飛躍しなくても、これからも一歩ずつ、着実に前進していきたいと考えています。保

護者・地域の皆様には、今後とも本校の学習活動に対して、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 
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◇後期生徒会立会演説会および任命式                                    

９月２５日（木）に後期生徒会役員候補による立会演説会および選挙が行われ、４名の立候

補者による信任投票となりました。各候補者は自分の言葉で抱負と決意を述べました。結果、

全員が信任されて、１０月３日（金）の任命式を経て就任しました。 
 

  
 
 

 後期生徒会は、文化祭という大きな行事が最初にあります。４名の 

生徒会執行部を中心に全校生徒一丸となって、まずは１１月１日（土） 

に行われる文化祭を成功させて、波に乗っていきましょう！ 
 

◇飯田高校ゆめかな発表会                                  

１０月１日（水）の午後にラポルト珠洲で行われた飯田高校「ゆめかなプロジェクト」成果

発表会を全校生徒で参観しました。ゆめかなプロジェクトは、飯田高校が総合的な学習の時間

で行っている探究活動のことで、高校生がそれぞれ興味を持った課題を追求していく学習です。

例えば、マイナースポーツを広める方法であったり、学校の物置から出てきた木の看板の謎だ

ったり、全国の半島で交流する方法だったりと個性的なテーマがたくさんありました。高校生

が探求していく手段や姿勢は、中学生にとってとても学ぶことが多かったと思います。今後の

総合的な学習の時間でぜひ生かしていってほしいです。 

～生徒の感想より～ 

・テーマからとても面白かったです。全て自分の中にないアイディア

がたくさんあって良かったです。 

・友達で集まる場所は図書館ぐらいしかないので、カフェができれば

利用してみたい。どれも地域のためになる発表で聞けて良かった。 

・アンケートをたくさん取っていて説得力があり、納得や共感ができ

る部分があった。 

・夢を叶えるためにグループそれぞれで探求しているのが、楽しそうだと思った。 

・私も今の珠洲のためにできることはないか考えて行動したいと思いました。 

・講演会では、「将来について」や「問題を解決するためにどうしたらいいか」 

 を知ることができました。 
 

◇交通安全教室                               

１０月１日（火）から８日（月）までの期間を交通安全意識向上

期間として、２日（木）～７日（火）にかけて、学年ごとに登校坂

下で交通事故ゼロを呼びかけました。生徒一人ひとりが「安全運

転！」「ゆっくり走ろう！」「早めの点灯」などの啓発用語が書か

れたプラカードを持って、目の前を通行する車に呼びかけました。

７日（火）には、珠洲警察署の方に講師をしていただき、交通安全

教室も行いました。まだまだ支援の車両

がたくさん走っている状況で、交通事故

のニュースもしばしば聞かれます。今後

もこの状況は続くと思われるので、この

期間に限らず日常的に交通安全を意識し

て行動していきましょう。 

生徒会長：澤村  駿  副会長：川端 秀虎  執行委員：岡田 法華、谷 紗梨菜  
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◇舞台芸術等支援事業（合唱共演ワークショップ）                        

 １０月８日（火）に大阪シオンウィンドオーケストラの団員の

方々にお越しいただき、１１月４日（火）に緑丘中で行われる本

公演に向けてのワークショップが行われました。大阪シオンウィ

ンドオーケストラは、日本で最も長い歴史と伝統を誇る交響吹奏

楽団で、昨年お越しいただいた東京佼成ウィンドオーケストラと

並ぶ、国内トップクラスの吹奏楽団になります。ワークショップ

では、この日に演奏する楽器の成り立ちや仕組みについてのお話

に続いて、代表生徒による指揮者体験が行われました。また、全員が参加して、手拍子でリズ

ム体験もしました。音楽について学びながら、楽しく親しむ時間を過ごすことができました。  
◇岐南中学校との交流会                           

１０月９日（水）に昨年度より交流がある岐南町立岐南中学校から、緑丘

中の地震後の復興に向けた取組や体験を学び、南海トラフ地震に備えたいと

いう目的で１５名の生徒が訪問しました。お互いの取組の発表に加えて、希

望者を募ってモルック大会をしたり、３年生と一緒に「居場所」を歌ったり

と昨年度よりも広く、深く交流することができたと思います。私たちの経験

や体験を次の災害のために役立てていただければと願っています。岐南中学

校の皆様、訪問ありがとうございました。   
◇文化祭成功に向けて‼                               
 ３年生は、１０月中に２回、七尾東雲高校演劇科の池田陽子先生を講師にお迎えして演劇練

習をしました。この演劇練習は恒例行事となっており、毎年３年生がご指導していただいてお

ります。今年の３年生の演劇はいかがだったでしょうか。 

 また、１０月２４日（金）には合唱コンクールに向けて、合唱中間発表会が行われました。

全校生徒の前で合唱を披露するのは、この機会が初めてです。１年生は、初めての合唱でした

が緊張しながらも一生懸命に歌う姿が印象的でした。２年生は整列の動きもスムーズで大きな

歌声が体育館に響いていました。さすが 3 年生は、3 回目の貫禄で堂々と歌っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぐ － 「学ぶということ」 － 

 みなさんは、「レジリエンス」ということばを、聞いたことがあるでしょうか。レジリエンス（re

silience）とは、もともとは、物理学の用語で「外力による歪みを撥ね返す力」という意味ですが、

「回復力」「弾性（しなやかさ）」といった意味の英単語で、心理学用語としては困難な状況やスト

レスに対する耐性のつよさを指します。つまりは、「困難にぶつかっても、しなやかに対応したり、

回復したりして、乗り越えていく力、折れない心」という意味でつかわれます。 

 実は、2023年の3月に、レジリエンスという本の２章分を担当しました。過疎地に潜むレジリエン

ス力と題して、珠洲市在住、株式会社ノトハハソの大野長一郎さん（東山中）、 

新出製材所の新出利幸さん（三崎）、湯の宿さか本の坂本菜の花さん（上戸）に 

インタビューした内容を掲載しました。人が少ない中で、珠洲の風土を大切にし 

ながら、炭焼き、製材と芸術、旅館業を通して、いかに生きるかについて、それ 

ぞれのレジリエンス～しなやかに対応して乗り越えていく力～を教えてください 

ました。本校の図書室、珠洲市の図書館にもおいてあるので、よかったら読んで 

みてくださいね。どんな仕事について、どんな未来を思い描いていくのかという 

ことでも、参考になると思います。（本校SC 桝蔵 美智子先生より） 
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☆各種大会成績☆ 
◇相撲部 

 石川県中学校新人相撲選手権大会  

個人  軽量級  優勝  石田 澄海 

全日本女子中学生相撲選手権大会 

    ３位  岡田 法華 

◇珠洲バスケットボールクラブ(男子) 
全能登新人バスケットボール大会 ３位   

◇珠洲ベースボールクラブ     
全能登新人軟式野球大会 ２位 

◇陸上競技部 

全能登新人陸上競技大会 

 共通男子 100ｍ 前根 佑斗 ３位  梅田 一高 ４位 

  110ｍＨ(男子) 西 琥太郎 ２位 藤瀬 寛爾 ３位 

100ｍＨ(女子) 田端 真衣 ４位 

砲丸投げ(男子) 梅田 一高 優勝 石尾 恒貴 ６位 

       小町 一颯 ７位 

走幅跳び(女子) 三澤 琴葉 優勝 宮田 芽衣香 ６位 

走幅跳び(1 年男子) 堂端 大和 ７位 

男子 4×100ｍR ３位  

前根 佑斗・西 琥太郎・藤瀬 寛爾・中村 友就 

女子 4×100ｍR ３位  

三澤 琴葉・田端 真衣・和嶋 桃子・番匠 衣乃里 

１年女子 100ｍ 番匠 衣乃里 優勝 

１年男子 1500ｍ 竹森 凜太郎 ４位 

１年女子 800ｍ 吹上 凜花 ２位 

１年男子 4×100ｍR  2 位 

堂端 大和・竹森 凜太郎・石尾 恒貴・濱岡 晃久 

３年生の仮設住宅訪問 

１０月２３日（木）に３年生が蛸島と正 

院の仮設住宅へ訪問してきました。仮設 

住宅の集会所で、「居場所」の合唱を披 

露したり、仮設住宅周辺の草むしりやゴ 

ミ拾いなど美化活動をしたりしました。仮 

設の皆様には、温かく迎えていただき、本 

当にありがとうございました。 

 

 

 

 

大谷小中学校とのリモート交流 

１０月２３日（木）の１限目に１年２組の理科授業の中で大

谷小中学校の１年生２名とリモートで交流しました。次回の合

同授業に向けて、同じ班になるメン 

バー同士で自己紹介をしました。次 

の授業では、相談しながら協力して 

実験を進めていってほしいと思いま 

す。よろしくお願いします。 

月 日 曜 行事

1 土
文化祭
いしかわ教育ウィーク（学校公開～６日）

2 日

3 祝 文化の日　奥能登タウンミーティング

4 火
登校指導
大阪シオンウィンドオーケストラ巡回公演

5 水 生徒集会・学習集会

6 木 ３年進路説明会、全学年道徳授業(４限目)

7 金 第２回漢字検定　振替休業日

8 土

9 日

10 月 １年総合学習（出前授業）

11 火 珠洲市小学校器械運動交歓会

12 水 指導主事計画訪問B　　定時退校日

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月
登校指導
珠洲市建設業協会現地視察（２年生）

18 火 職員会議

19 水

20 木

21 金 第3回学校運営協議会

22 土

23 日

24 祝

25 火

26 水

27 木 専門委員会

28 金 ＳＤＧｓ学習取組報告会

29 土

30 日

11
月


